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１
月
11
日

（日）
、
西
桂
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
西

桂
町
成
人
式
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
西
桂
町
成
人
式
の
参
加
者
は
43
名
と
例
年
に
比
べ
少

な
い
人
数
で
し
た
が
、
晴
着
や
ス
ー
ツ
で
め
か
し
こ
ん
だ

”
平
成
生
ま
れ

“
の
新
成
人
に
、
会
場
も
一
足
早
い
春
を

迎
え
た
よ
う
な
暖
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
川
村
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
参
列

者
か
ら
心
温
ま
る
お
祝
い
の
言
葉
が
成
人
者
に
お
く
ら
れ
、

そ
れ
に
応
え
る
形
で
、
新
成
人
を
代
表
し
て
手
塚
大
輔
さ

ん
と
権
守
美
穂
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
、
成
人
と

し
て
の
新
し
い
責
任
を
自
覚
し
、
今
迄
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
夢
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
く
と
、
元
気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
小
中
学
校
時
代
の
恩
師
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
も
あ
り
、
懐
か
し
い
先

生
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
や
当
時
の
映
像
に
一
喜
一
憂
し
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
様
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
　
人
　
式
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成人おめでとう！
平成21年 西桂町成人式



第
三
分
団

団
　
員
　

坂
　
本
　
創
　
思

第
四
分
団

団
　
員
　

小
　
林
　
貴
　
人

団
　
員
　

滝
　
澤
　
秀
　
樹

第
五
分
団

団
　
員
　

新
　
田
　
　
　
裕

団
　
員
　

前
　
田
　
将
　
司

◆
火
の
元
優
良
の
家

倉

見

区
　

小
　
川
　
正
　
人

柿

園

区
　

前
　
田
　
芳
　
三

本

町

区
　

芦
　
澤
　
茂
　
義

上

町

区
　

小
野
田
　
喜
　
一

下
暮
地
区
　

遠
　
山
　
幸
　
夫

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
乙
種
功
労
章

第
一
分
団

分
団
長
　

川
　
村
　
徳
　
一

第
三
分
団

分
団
長
　

小
　
林
　
圭
　
一

第
四
分
団

分
団
長
　

小
　
山
　
俊
　
之

第
五
分
団

分
団
長
　

滝
　
口
　
幹
　
男

富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

副
団
長
　

高
　
尾
　
昌
　
之

大
月
警
察
署
長

防
犯
協
会
大
月
支
部
長
表
彰

第
一
分
団

分
団
長
　

川
　
村
　
徳
　
一

第
三
分
団

分
団
長
　

小
　
林
　
圭
　
一

第
五
分
団

分
団
長
　

滝
　
口
　
幹
　
男

技
術
分
団

副
分
団
長

川
　
村
　
　
　
豊

団
長
表
彰

◆
団
長
功
労
表
彰

交
通
分
団

係
　
長
　

石
　
倉
　
宏
　
二

◆
10
年
勤
続
表
彰

第
一
分
団

班
　
長
　

渡
　
辺
　
弘
　
幸

第
二
分
団

班
　
長
　

森
　
田
　
　
　
圭

班
　
長
　

乙
　
顔
　
龍
　
一

第
三
分
団

副
分
団
長

高
　
尾
　
　
　
徹

出
　
初
　
式
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去る１月10日（土）新春恒例の西桂町出初式が、多くの

来賓を迎え西桂中学校グラウンドにて挙行されました。

また、消防活動及び防犯活動の功績にあった多くの消

防団員が表彰されました。

副
分
団
長

高
　
山
　
伸
　
男

第
四
分
団

給
　
与
　

渡
　
辺
　
幹
　
夫

団
　
員
　

希
　
代
　
昌
　
史

◆
５
年
勤
続
表
彰

第
一
分
団

給
　
与
　

武
　
藤
　
　
　
勲

班
　
長
　

田
　
村
　
将
　
臣

班
　
長
　

志
　
村
　
和
　
彦

団
　
員
　

川
　
村
　
重
　
人

第
二
分
団

班
　
長
　

藤
　
江
　
勇
　
介

団
　
員
　

滝
　
口
　
健
　
一

第
三
分
団

給
　
与
　

小
　
俣
　
達
　
也

団
　
員
　

高
　
尾
　
秀
　
樹

団
　
員
　

小
　
林
　
隼
　
也

第
四
分
団

班
　
長
　

渡
　
辺
　
誠
　
一

班
　
長
　

小
　
林
　
雅
　
和

団
　
員
　

小
　
林
　
克
　
次

◆
優
良
団
員
表
彰

技
術
分
団

団
　
員
　

川
　
村
　
清
　
寿

団
　
員
　

長
　
田
　
拓
　
己

交
通
分
団

団
　
員
　

渡
　
辺
　
　
　
淳

第
一
分
団

班
　
長
　

渡
　
辺
　
弘
　
幸

班
　
長
　

田
　
村
　
将
　
臣

第
二
分
団

団
　
員
　

権
　
守
　
夏
　
樹

団
　
員
　

桜
　
井
　
裕
　
介

平
成
21
年

消
防
出
初
式



「
花
と
名
水
　
美
し
色
の
山
梨
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

開
催
期
間：

平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
６
月
30
日
ま
で
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
週
末
は
山
梨
に
い
ま
す
」

県
民
誰
も
が
温
か
い
「
お
も
て
な
し
」
を

町
で
は
県
及
び
民
間
団
体
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
力
も
得
る
中

で
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
「
花
と
名

水
　
美
し
色
の
山
梨
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

町
内
に
は
、
三
ツ
峠
を
は
じ
め
と

す
る
自
然
、
歴
史
・
文
化
、
地
域
の
住

民
が
支
え
発
展
さ
せ
て
き
た
織
物
な

ど
の
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

今
回
行
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、

観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

県
外
か
ら
の
お
客
様
を
温
か
い
お
も

て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

例
え
ば
、
県
外
の
お
客
様
と
す
れ

違
う
際
に
「
あ
い
さ
つ
」
を
す
る
、

道
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
面
倒
が
ら
ず
に

教
え
て
あ
げ
る
、
こ
れ
だ
け
で
も
印

象
は
変
わ
り
ま
す
。

県
内
各
地
で
も
同
様
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
機
に
、
観
光
客
か
ら
ま
た

訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

産
業
係
　
☎
25
‐
２
１
２
１

県
・
観
光
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
５
７

本
年
度
は
、
暖
か
い
気
候
に
も
恵
ま
れ
、
近
年
最
多
の
４
２
５
名

（
受
付
名
簿
記
載
者
数
）
の
町
内
外
の
参
加
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

を
出
発
、
町
内
７
つ
の
神
社
を

ま
わ
り
、
今
年
も
よ
い
年
で
あ

る
よ
う
「
家
内
安
全
・
健
康
増

進
」
な
ど
を
祈
願
し
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
７
つ
の
神
社
記

念
ス
タ
ン
プ
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
走
り
終
わ
っ
た
参
加
者

は
、
お
し
る
こ
・
ス
ー
プ
・
飲

み
物
の
サ
ー
ビ
ス
・
参
加
賞
な

ど
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
当
事
業
も
今
年

で
25
回
を
迎
え
ま
し
た
。
関
係

者
並
び
に
参
加
者
に
は
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

冬
季
は
鳥
獣
の
え
さ
が
少
な
く
な

る
た
め
市
外
地
へ
の
出
没
も
増
加
し

ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
遊
休
農
地
の
管
理

草
が
繁
茂
し
て
い
る
と
鳥
獣
の
住

処
と
な
る
ほ
か
、
防
災
上
も
大
変
危

険
で
す
。

所
有
者
の
責
任
と
し
て
草
刈
等
の

管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
遮
蔽
物
の
設
置

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
ト
タ
ン
板

な
ど
特
に
林
縁
に
近
い
圃
場
は
進
入

を
困
難
に
し
た
り
、
目
視
で
き
な
い

よ
う
に
し
て
進
入
を
防
い
で
く
だ
さ

い
。

③
ク
ズ
野
菜
放
置
の
禁
止

家
庭
の
生
ゴ
ミ
や
ク
ズ
野
菜
を
圃

場
に
放
置
す
る
こ
と
は
「
餌
付
け
」

し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

捨
て
る
場
合
に
は
穴
を
掘
る
等
、
鳥

獣
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

④
収
穫
後
の
圃
場
の
管
理

豆
類
や
水
稲
の
収
穫
後
の
圃
場
は

鳥
獣
に
と
っ
て
絶
好
の
「
エ
サ
場
」

と
な
り
ま
す
。

落
穂
は
必
ず
収
穫
し
、
収
穫
後
す

ぐ
に
耕
運
す
る
な
ど
の
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

⑤
果
樹
木
の
管
理

柿
の
実
は
サ
ル
に
と
っ
て
格
好
の

目
印
と
な
り
ま
す
、
り
ん
ご
な
ど
果

樹
類
は
す
べ
て
収
穫
し
、
放
置
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
が
で
き
な
い
場
合
は
、

伐
採
す
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑥
追
い
払
い
の
徹
底

圃
場
の
周
り
だ
け
で
な
く
、
猿
を

発
見
し
た
ら
常
に
棒
等
を
使
っ
て
人

間
の
生
活
圏
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し

め
る
よ
う
、
追
い
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

町
で
は
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
対
策

設
備
（
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
な
ど
）
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
産
業
係
ま
で
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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町
内
一
周
神
社
初
詣
マ
ラ
ソ
ン

第25回 第25回 

町からの 
お知らせ 

産
業
振
興
課



た
め
、
比
較
的
通
行
量
が
多
い
と
思

わ
れ
る
幹
線
的
性
質
の
強
い
道
路
を

中
心
に
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
て
の
町
道
を
除
雪

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
行
政

の
で
き
る
範
囲
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。身

近
な
生
活
用
道
路
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
道
に
使
用
す
る
融
雪
剤
を

配
布
い
た
し
ま
す

公
道
に
使
用
す
る
融
雪
剤
は
氷
の

上
に
ま
く
と
わ
ず
か
な
水
に
溶
け
、

そ
の
濃
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
凍
り
に

く
く
な
り
ま
す
。

除
雪
後
や
晴
れ
の
日
に
散
布
す
れ

ば
な
お
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、
踏

み
固
め
ら
れ
た
雪
に
は
効
き
目
が
弱

く
、
雪
に
粒
の
穴
が
あ
く
程
度
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
。

ま
く
量
は
１
㎡
あ
た
り
20
〜
30
グ

ラ
ム
が
目
安
で
す
。
ま
く
時
は
ゴ
ム

手
袋
を
つ
け
て
金
属
に
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
余
っ
た

と
き
は
し
っ
か
り
袋
を
と
じ
て
無
駄

の
な
い
よ
う
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
融
雪
剤
は
区
ま
た
は
組
ご

と
に
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
代
表

者
が
建
設
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
　
建
設
係

12
月
５
日
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

上
町
「
柏
木
し

ま
子
」
さ
ん
を

町
長
・
寿
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
が

訪
問
し
御
祝
金

と
記
念
品
を
お

渡
し
い
た
し
ま

し
た
。

柏
木
さ
ん
か

ら
長
寿
の
秘
訣

を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

犬
の
飼
い
主
に
は
、
適
正
な
飼
い

方
に
つ
い
て
の
責
任
が
あ
り
、
自
覚

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
、
時
に
人
を
攻

撃
し
た
り
、
他
人
の
土
地
、
作
物
な

ど
を
荒
ら
し
た
り
、
交
通
事
故
に
あ

う
危
険
性
も
高
く
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
に
感
染
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
つ
な
い
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
歩
中
の
フ
ン
の
始
末

（
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
の
携

帯
）
な
ど
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
環
境
係

身
近
な
道
路
の
除
雪
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

西
桂
町
が
実
施
す
る
除
雪
は
、
限

ら
れ
た
人
手
と
機
械
に
よ
る
作
業
の

ふんの後始末は、

飼い主の責任建
設
水
道
課

本年度も11月下旬から12月上旬

にかけて、レディース西桂役員が

各戸訪問し、青少年教育や救済事

業に役立ててもらうことを目的に、

皆様にご協力を頂いたところ、た

くさんの「一円玉募金」を集める

ことができました。

ご協力くださいました皆様のご

好意に感謝を申し上げるとともに、

以下のように寄付させていただき

ましたのでご報告申し上げます。

「一円玉募金」への
ご協力ありがとう

ございました

レディース西桂（西桂町婦人会) より

※①郡婦連を通してＮＨＫ・日赤等の
救済事業に寄付される分です。

～ 一円玉募金のつかいみち ～

寄付先

西桂町社会福祉協議会
60 ,000円

西桂町児童館へ図書寄贈
50 ,991円

南都留郡婦人会連合会（※①）
10 ,000円

合計120 ,991円

①
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
い
、
朝
起
き
た
ら
、

起
立
し
て
足
踏
み
を
行
い
、
自
室
の
カ
ー
テ

ン
を
開
け
る
。

②
自
分
が
食
べ
る
食
事
は
自
分
で
作
る
。
家
族

が
出
か
け
て
食
事
が
作
れ
な
い
と
き
は
食
事

を
用
意
し
て
あ
げ
る
。

③
リ
ュ
ー
マ
チ
で
手
が
動
き
に
く
く
な
る
の
を

防
ぐ
た
め
と
用
件
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
自
筆

で
メ
モ
を
取
る
。

④
毎
日
、
新
聞
を
読
み
、
テ
レ
ビ
を
見
て
、
常

に
新
し
い
情
報
を
収
集
す
る
。

「
80
年
こ
の
場
所
に
暮
ら
し
地
域
の
こ
と
な

ら
何
で
も
知
っ
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
事
で
も

聞
い
て
」
と
、
ま
た
「
家
族
と
仲
良
く
暮
ら
し

て
幸
せ
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
年
か
ら

１
０
０
歳
を
引
い
た
０
歳
か
ら
も
う
一
度
年
を

重
ね
た
い
」
と
言
っ
て
お
り
、
と
て
も
お
元
気

で
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

１
０
０
歳
慶
祝
訪
問
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70歳以上の方の高額療養費の自己負担限度額

現役並み所得者とは、課税所得が145万円以上の70～74歳の国保被保険者がいる方です。ただし、収入が基準

額未満の場合は、申請により1割となります。

低所得者Ⅱとは、同一世帯の世帯主とすべての国民健康保険被保険者が住民税非課税である人

低所得者Ⅰとは、同一世帯の世帯主とすべての国民健康保険被保険者が住民税非課税であって、その世帯の所

得が一定基準以下の人

葬祭費
被保険者が亡くなられた場合、葬祭を行った方に対して５万円を支給します。なお、葬祭の翌

日から２年を過ぎると申請できませんので、ご注意ください。

移送費
移動が困難な重病人が治療上やむを得ず医師の指示により転院など移送に費用がかかったとき、

申請して保険者が必要と認めた場合に支給されます。

高額医療・高額介護合算制度
医療費が高額になったときには、高額療養費制度が設けられており、また介護保険では介護保

険のサービスを利用したときの自己負担が高額になったときに高額介護サービス費制度が設けら

れ、それぞれ自己負担限度額が定められて、皆様の負担軽減が図られています。

しかし、医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合、医療費と介護費の双方をあ

わせると負担が重くなる場合があります。

このため平成20年４月から医療保険と介護保険の限度額を適用後に、更にそれらを合算して年

額で限度額を設ける制度 (高額医療・高額介護合算制度) が新設されました。この高額医療・高額

介護合算制度の限度額を超えたときには、その超えた分が申請により支給されることになります。

高額医療・高額介護合算制度の自己負担限度額表 (年額）

平成20年4月1日から平成21年7月31日　※ ( ) 内は平成21年８月１日からの１年間

※初年度の申請受付は平成21年８月からとなります。

所得区分

現役並み所得者のいる世帯

一 般 世 帯

低 所 得 者 Ⅱ

低 所 得 者 Ⅰ

70～74歳

89万円 (67万円)

75万円 (56万円)

41万円 (31万円)

25万円 (19万円)

69歳以下

168万円 (126万円)

89万円 (67万円)

45万円 (34万円) 

区　　分

現役並み所得者

一 般 世 帯

低 所 得 者 Ⅱ

低 所 得 者 Ⅰ

外来 (個人単位）

44,400円

12,000円

8,000円

外来＋入院（世帯単位）

80,100円
＋ (医療費－267,000円) ×1％

44,400円

24,600円

15,000円

多数該当者 (４回目以降）

44,400円

－

－

－
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国民健康保険だより

年 齢 区 分

義 務 教 育 就 学 前

義務教育就学前から70歳未満

7 0 歳 以 上 7 5 歳 未 満

自己負担割合

２割負担

３割負担

１割負担（現役並み所得者は３割）

※70歳以上75歳未満の方（現役並み所得者のいる世帯は除く。）の自己負担割合は平成20年4月から2割負担に
移行する予定でしたが、平成22年3月まで1割負担に据え置かれます。

出産育児一時金の引き上げについて
分娩に関連して発病した重度脳性麻痺児に対する補償の機能と脳性麻痺の原因分析・再発防止

の機能とを併せ持つ産科医療保障制度が平成21年1月1日に創設されました。制度創設に伴い産科

医療補償制度に加入する医療機関等で出産された被保険者に支払う出産育児一時金の額を、35万

円から38万円に引き上げました。

※産科医療保障制度に加入している医療機関は下記のアドレスより検索できます。なお、南都留郡内

では、富士吉田市立病院と山梨赤十字病院で分娩が可能ですが、両病院とも同制度に加入しており

ます。 http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

国民健康保険の保険給付について
医療機関で支払う一部負担割合

国民健康保険証を医療機関等の窓口で提示することにより、自己負担割合が次のようになって

おります。なお、町の福祉施策により一部負担金が減じられる場合があります。

高額療養費
1ヵ月に医療機関に支払った自己負担額が限度額を超えたときは、申請により払い戻されます。

また、該当者には概ね2ヵ月後に町からお知らせ致します。

領収書は大切に保管していてください
高額療養費の申請を行う際、一部負担金の支払いを確認するため、医療機関等の領収書を提示

していただきます。医療機関等にかかってから高額療養費の申請を行うまで、期間が空くために

領収書を紛失してしまうケースが見受けられますので、ご注意下さい。

70歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額
自己負担限度額は70歳未満の方と70歳以上の方で異なります。また、同じ世帯で高額の自己負

担額が複数あった場合には、合算することができます。

70歳未満の方の入院医療費について
医療機関に支払った医療費が一定の額を超えたとき、超えた額が高額療養費として支給されま

すが、あらかじめ限度額適用認定証の交付を受け医療機関に提示することにより、入院した時に

支払う医療費の一部負担金が、一医療機関ごと月単位で自己負担限度額にとどめられます。

区　　分

上 位 所 得 世 帯

一 般 課 税 世 帯

住民税非課税世帯

自己負担限度額

150,000円＋（医療費－500,000円) ×1%

80,100円＋（医療費－267,000円) ×1%

35,400円

多数該当者 (４回目以降）

83,400円

44,400円

24,600円



平
成
21
年
度
学
童
ク
ラ
ブ

児
童
募
集
に
つ
い
て

児
童
館
で
は
、
家
庭
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
児
童
の
健
全
育
成
お

よ
び
保
護
を
目
的
と
し
た
「
学
童
ク

ラ
ブ
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
昼
間
保
護
者
・
祖

父
母
な
ど
が
い
な
い
家
庭
を
対
象
に
、

放
課
後
対
策
と
し
て
、
小
学
校
低
学

年
児
童
の
受
け
入
れ
を
行
う
も
の
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

記

１
対
象
児
童

西
桂
小
学
校
の
１
年

生
〜
３
年
生
及
び
西
桂
町
在
住
の

小
学
校
の
１
年
生
〜
３
年
生

※
昼
間
保
護
者
・
祖
父
母
の
い
な
い

家
庭
の
児
童

２
募
集
人
員

定
員
50
名

３
開
設
日
・
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
後
１
時
〜
６
時

土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

４
開
設
場
所

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
２
階

児
童
館

５
保
護
者
負
担
金

お
や
つ
代
と
し

て
１
ヶ
月
２
’

３
０
０
円

６
申
し
込
み
方
法

児
童
館
に
「
学
童
保
育
申
込
書
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方

が
直
接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

７
申
込
書
配
布
期
間

２
月
16
日

（月）
〜
２
月
20
日

（金）

８
申
込
書
提
出
締
切
日

３
月
６
日
(金)

※
現
在
登
録
し
て
い
る
児
童
の
方
も

再
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
学
童
保
育
申
込
書
」
を
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

な
か
よ
し
kid's
か
ら
の

お
知
ら
せ

な
か
よ
し
Kid's(

母
親
ク
ラ
ブ
）
で

は
会
員
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

近
所
に
遊
び
友
達
の
い
な
い
お
子
さ

ん
や
子
育
て
の
悩
み
・
喜
び
等
を
伝

え
合
い
、
子
ど
も
・
お
母
さ
ん
同
士

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
一
度

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

の
良
い
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
微
笑
み
な
が
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
気
持
ち
を

込
め
挨
拶
を
返
す
子
ど
も
た
ち
は
輝

い
て
お
り
、
こ
の
姿
こ
そ
、
寒
さ
の

中
、
無
報
酬
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
、
沢
山
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
皆
さ
ん
の
喜
び
で
あ
り
、
次
の
活

躍
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
度
も
あ
と
１
ヶ
月
で
終
わ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

活
動
内
容
を
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申

込
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
桂
町
教
育
委
員
会

町
か
ら
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Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

教
育
委
員
会

「富士山・富士五湖観光圏整備推進協議会」では、富士北

麓における皆さまの“とっておき”の『富士山の風景を楽

しむ場所』と、その愛称を募集致します。応募された『富

士山の風景を楽しむ場所』の中から様々なタイプの風景を

選定し、マップやパンフレットなどの作成や、快適に風景

を楽しめるような空間づくりを進めていきます。

■募集内容 ①推薦する場所の位置もしくは住所、②あな

たが考えた名称 (あなたが名付け親になって下さい）、③『富

士山の風景を楽しむ場所』の呼び名として富士北麓で統一

的に使う愛称をお考え下さい（例：とっておき富士ポイン

ト）、④お勧めの季節や天候・時間、⑤その他楽しみ方、同

時に鑑賞できる対象等、⑥推薦者氏名・連絡先 (電話番号）

※私有地内、民間の施設内からの風景はご遠慮下さい。

■応募方法 FAXもしくは、郵送、役場への持込み、メー

ルにてご応募下さい。

■締切日 ２月20日(金)

●FAX 上記の募集内容への回答を、お手数ですがFAX

にて【FAX：03－3391－3189 ㈱ラック計画研究所

篠崎】までお送り下さい。

●郵送　上記の募集内容への回答を、お手数ですが下記住

所までお送り下さい。

【〒167-0043 東京都杉並区上萩1-24-4 プリンスマンシ

ョン703 ㈱ラック計画研究所　篠崎】

●持込み　上記の募集内容への回答を、西桂町役場観光担

当窓口までお持ち下さい。

※FAX・郵送・持込み用回答用紙を、富士吉田市HPから

ダウンロードして頂くか、西桂町役場観光担当窓口にて

お求め頂くことも可能です。

〈富士吉田市HP：http://www.city.fujiyoshida.

yamanashi.jp/forms/info/info.aspx?info_id=2636〉

●メール　上記の募集内容へのご回答を、

shinozaki＠lacp.co.jpまでお送り下さい

実施主体 富士山・富士五湖観光圏整備推進協議会

（代表　堀内　茂）

お問い合わせ先　㈱ラック計画研究所

TEL 03－3391－8513 担当：上垣、篠崎】

『富士山の風景を楽しむ場所』と
『場所の愛称』を募集します

教
育
委
員
会前

田
宗
重

☎
25
‐
２
９
４
１

各
地
区

倉
　
見
　
小
川
正
人

☎
25
‐
４
３
０
１

柿
　
園
　
前
田
芳
三

☎
25
‐
２
０
４
５

本
　
町
　
芦
澤
茂
義

☎
25
‐
３
０
１
１

上
　
町
　
小
野
田
喜
一

☎
25
‐
２
２
４
５

下
暮
地
　
遠
山
幸
夫

☎
25
‐
３
０
０
９

微

笑

み

１

寒
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
は
、
朝
夕
子
ど

も
た
ち
の
「
見
守
り
」「
声
か
け
」
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
今
日
ま
で
登

下
校
の
際
や
地
域
で
大
き
な
事
故
や

事
件
も
な
く
元
気
よ
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
又
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆

さ
ん
は
、
笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
と
挨

拶
を
交
わ
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
も
徐
々
に
大
き
な
声
で
気
持
ち



幹部候補生

薬剤科

技　能

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、
平

成
21
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

「
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文
化
の

振
興
」
が
勧
学
院
の
ね
ら
い
で
す
。

長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
術
を
さ

ら
に
磨
き
、
県
下
９
学
園
に
集
う
仲

間
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山
梨
・
日

本
の
心
・
現
代
社
会
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

募
集
人
数

各
学
園
40
名
（
県
下
９

学
園
で
３
６
０
名
）

入
学
資
格

県
内
在
住
の
概
ね
60
歳

以
上
の
方
で
、
健
康
で
学
習
意
欲

の
あ
る
方
。

修
業
年
限

２
カ
年

募
集
期
間

１
月
19
日

（月）
〜
３
月
19
日

（木）

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

学
費
な
ど

年
間
基
本
学
習
費
５
千

円
、
そ
の
他
保
険
２
７
０
円
と
勧

学
院
バ
ッ
ジ
３
８
０
円
の
計
５
千

６
５
０
円
を
集
金
し
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
・
東
部
教
育
事
務
所
（
南
都

留
合
同
庁
舎
内
）

☎
０
５
５
４
‐
45
‐
７
８
２
１

ま
も
な
く
平
成
20
年
分
確
定
申
告

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
大
月
税
務
署

管
内

（社）
青
色
申
告
会
西
桂
支
部
で
は
、

税
理
士
の
方
と
記
帳
指
導
員
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
３
日

（火）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
　
場

西
桂
町
商
工
会
　
会
議
室

持
ち
物

平
成
20
年
分
の
帳
簿
類

（
集
計
し
た
も
の
）
、
平
成
19
年

度
分
の
申
告
書
・
決
算
書
控

連
絡
先

大
月
青
色
申
告
会
西
桂
支
部

☎
24
‐
３
６
１
６

お

知

ら

せ
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山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

「
南
都
留
学
園
学
生
募
集
」

決
算
書
作
成
相
談
会
の

お
知
ら
せ

「脱　生活習慣病～いたわりの心～」
■日　時■２月20日(金）受付午後６時　開始午後６時30分　終了午後９時30分

■場　所■富士吉田市立市民ふれあいセンター

■内　容■生活習慣病の人やその予備軍の人は着実に増加してきており、自分

の体を見つめ直す機会として、メタボリックシンドローム（内臓脂

肪型肥満症候群）の悪影響と喫煙の恐ろしさにつての講演と、自宅

でもできる運動を通して生活習慣病予防法を学ぶ。

第１部 講演「メタボリックシンドロームと喫煙」

講師：深沢　公子（山梨県看護協会まちなか健やかサロン所長）

第２部 実習講習「生活習慣病予防の体操」

講師：早川　きみ代（コア・スポーツプラザチーフインストラクター）

■入場料■無料

■定　員■80名（当日定員になり次第受付を締め切らせていただきます。）

■持ち物■体操着、上履き、タオル（汗ふき用）

■問合せ■(社) 富士五湖青年会議所コミュニティーネットワーク委員会

委員長　小澤　誠

富士吉田商工会議所内　TEL 0555‐24‐0771
（受付時間午前９時～午後５時）

平成21年度自衛官募集案内
募集種目 資　　格 願書受付期間 試験日程 その他

予備自衛官補

一般・技術

☆20歳以上26歳未満〔22

歳未満の者は大卒者

（見込み含む）〕

☆大学院修士課程修了者

（見込み）は28歳未満

専門の大学卒 (見込み) で
20歳以上30歳未満

専門の大学卒 (見込み) で
20歳以上26歳未満 (専門
の大学院修士課程修了者
(見込み) は28歳未満）

18歳以上で有する技能に
応じて53歳～55歳未満

第１回

１月５日(火）

～４月13日(月）

第２回

７月21日(火）

～10月9日(金）

第１回
４月18日(土）
～４月20日(月）

第２回
10月17日(土）
～10月19日(月）

いずれか１日を指定

【合格発表】

第1回

５月22日(金）

第2回

11月20日(金）

４月１日(水）

～

５月12日(火）

１次：

５月16日(土)

・17日(日）

２次：

６月16日(火)

～18日(木）

３次：

７月15日(水）

～22日(水）

【入隊】

22年３月下旬

～

４月上旬歯　科

一　般 18歳以上34歳未満



フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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12.26 お正月アレンジ
山口世津子さんを講師に、艶やかでかわい

らしい材料を使った「お正月飾り」を作りま

した。細かい作業もありましたが自分なりに

工夫をこらし楽しんで作ることが出来ました。

中
学
生
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
等
の
演
奏
、
○
×
ク
イ
ズ
な

ど
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
実
行
委
員
の
子
ど
も
達
が
中
心
と
な
り
盛
り

上
げ
、
皆
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

渡辺光美さんを講師に「親子リズムテコンドー

教室」を開催しました。礼儀から始まり音楽に合

わせて動いたり、楽しい中にも厳しさもあり遊び

（テコンドー）を通して基礎体力や自己防犯意識

を学びました。先生のパワフルで機敏な動きに驚

かされ、あっという間の楽しい時間でした。

ク
リ
ス
マ
ス
会

12.20

児童館活動報告

12.６ リズムテコンドー教室



保　育　所
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12月17日 (水）年
長児が田植え、稲こ
きと見学をさせてい
ただいた、寿農園の
もち米を頂き、餅つ
きが行われました。
当日は町長さんを始
め、寿クラブの方々と保育所役員さんにお手伝いをい
ただき、昔ながらの臼、杵を使った餅つきに子ども達
は興味津々。「よいしょ！よいしょ！」の掛け声にも
力が入りました。ついたお餅は給食にてお腹いっぱい食べることができ、大満足でした。

クリスマス会 去る、12月22日(月）保育所クリスマス会が行われました。ローソクとツ
リーの灯りの中、クリスマスセレモニーが厳かに始まり、子ども達は感動した様子でした。そ
の後は出し物、サンタ登場に大喜び。お楽しみ給食をおいしくいただき、午後には、「オフィス
やまいも」による「人形劇バラエティーショー」を観賞しました。サンタさんからもプレゼン
トをいただいて、思い出に残る楽しい一日でした。

母親クラブ活動報告

12.11  クリスマス会
親子で牛乳パックを使って長靴を作り、その中にお菓子がたくさん詰ったプレゼントをサ
ンタさんから頂きました。子ども達は「お菓子が入ってるー！！」と大喜び。お母さん達の
作った料理を食べたり、ゲームをしたり楽しい時間を過しました。

もちつき
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日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 7

●お菓子作り
pm1:30～(児童館）

●モールで小物作り
am10:00～ (児童館)

●なんでも相談所
pm1:30～pm3:30
(上町公民館)

●児童館休館

●中学校図書室一般開放日
am12:00～pm3:00

●新入園児一日入所
(保育所)

●クラフト教室
am10:00～ (児童館)

●育児学級
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●資源化物回収
am7:00～

●中学校図書室一般開放日
am12:00～pm3:00

●児童館休館

●育児学級
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●すくすく1歳育児相談
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●５歳児健康相談
pm4:00～

(いきいき健康福祉センター)

●ふれあい健康相談
am10:00～12:00
(ふれあいサロン)

●3歳健診pm1:15～
(いきいき健康福祉センター)

●乳児健診
pm1:30～

(いきいき健康福祉センター)

●「ねんきん特別便」
無料出張相談所開設
am9:00～pm4:00 (役場)

●マタニティクラス
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●マタニティクラス
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●マタニティクラス
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●ひよこ学級
am10:00～ (児童館)

●子育てセミナー
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●さよならパーティ
「人形劇鑑賞」

(保育所)

8 9 10 11 12 13 14
●資源化物回収

am7:00～

●中学校図書室一般開放日
am12:00～pm3:00

●児童館休館

●「ねんきん特別便」
無料出張相談所開設
am9:00～pm4:00 (役場)

●マタニティクラス
am10:00～

(いきいき健康福祉センター)

●粗大ごみ収集
am9:00～12:00
pm1:00～3:00
(尾尻町有地)

15 16 17
●マタニティクラス

am10:00～
(いきいき健康福祉センター)

2月・3月上旬　行事予定表

●豆まき (保育所）

この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

男 2, 3 6 2人（－3）

女 2, 4 5 5人（－4）

合計 4, 8 1 7人（－7）

世帯 1, 4 9 4世帯（－1）

平成21年１月１日現在

人口と世帯　　

12
月
届
出

慶
　
弔

慶
　
弔 

慶
　
弔

慶
　
弔 

慶
　
弔 

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

本
　
町
　
菅
　
谷
　
な
　
み

勝
人

下
暮
地
　
郷
　
田
　
き
わ
め

廣
志

●ひよこ学級
am10:00～ (児童館)

3月

2月

お
し
あ
わ
せ
に
（
婚
姻
）

加
　
藤
　
雅
　
人
　
倉
見

三
　
浦
　
　
　
恵
　
富
士
吉
田
市

前
　
田
　
一
　
矢
　
下
暮
地

三
　
枝
　
ふ
　
み
　
富
士
吉
田
市

（（

２月の納税 固 定 資 産 税　第４期

国民健康保険税　第６期

介 護 保 険 料　第６期

後期高齢者医療保険料 第６期


